
 資料１  

 与謝野町子ども・子育て会議条例 

 

平成２５年６月２０日 

与謝野町条例第２８号 

 

 （設置） 

第１条 本町に、地方自治法（昭和２２年法律第６７号）第１３８条の４第３

項の規定に基づき、与謝野町子ども・子育て会議（以下「子ども・子育て会

議」という。）を置く。 

 （任務） 

第２条 子ども・子育て会議は、子ども・子育て支援法（平成２４年法律第６

５号）第７７条第１項各号に掲げる事務を処理するとともに、町が実施する

児童福祉法（昭和２２年法律第１６４号）その他の子どもに関する法律によ

る施策について、町長又は教育委員会の諮問に応じ、調査審議する。 

２ 子ども・子育て会議は、前項に規定する事務及び施策に関し、必要に応じ

町長又は教育委員会に建議することができる。 

 （組織） 

第３条 子ども・子育て会議は、委員２０人以内で組織する。 

２ 子ども・子育て会議に、特別の事項を調査審議させるため必要があるとき

は、臨時委員を置くことができる。 

 （委員及び臨時委員） 

第４条 委員及び臨時委員は、次に掲げる者のうちから、町長が教育委員会の

意見を聴いて委嘱する。 

 （１） 有識者 

 （２） 関係団体の推薦を受けた者 

 （３） 子育て世代の保護者 

２ 委員の任期は、２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任

期間とする。 

３ 委員は、再任することができる。 

４ 臨時委員は、その者の任命に係る当該特別の事項に関する調査審議が終了

したときは、解任されるものとする。 

５ 委員及び臨時委員は、非常勤とする。 

 

 



 

 （会長及び副会長） 

第５条 子ども・子育て会議に、会長及び副会長各１人を置き、委員のうちか

ら互選する。 

２ 会長は、会務を総理し、子ども・子育て会議を代表する。 

３ 副会長は、会長を補佐し、会長に事故があるとき又は会長が欠けたときは、

その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 子ども・子育て会議の会議（ 以下「会議」という。）は、会長が招集

し、議長となる。 

２ 会議は、委員の半数以上が出席しなければ開くことができない。 

３ 会議の議事は、出席した委員の過半数をもって決し、可否同数のときは、

議長の決するところによる。 

４ 特別の事項について会議を開き、議決を行う場合には、当該特別の事項に

係る臨時委員は、前２項の規定の適用については、委員とみなす。 

 （庶務） 

第７条 子ども・子育て会議の庶務は、福祉課及び教育委員会事務局において

処理する。 

 （報酬及び費用弁償） 

第８条 町は、委員及び臨時委員に対し、与謝野町特別職の職員の給与及び報

酬等に関する条例（平成１８年与謝野町条例第４３号）の定めるところによ

り、報酬を支給し、与謝野町特別職の職員で非常勤のものの費用弁償に関す

る条例（平成１８年与謝野町条例第４５号）の定めるところにより、職務を

行うための費用を弁償する。 

 （委任） 

第９条 この条例に定めるもののほか、子ども・子育て会議の運営に必要な事

項は、子ども・子育て会議が町長及び教育委員会の同意を得て定める。 

   附 則 

 （施行期日） 

１ この条例は、公布の日から施行する。 

 （準備行為） 

２ この条例の施行後最初に委嘱される子ども・子育て会議の委員の選任のた

めの手続その他のこの条例を施行するために必要な準備行為は、この条例の

施行前においても行うことができる。 

  



 

与謝野町子ども・子育て会議運営規則 

 

平成２５年７月１日 

 

（会議の招集） 

第１条  子ども・子育て会議（以下「会議」という。）は、会長が招集する。 

２ 会長は、会議を招集しようとするときは、あらかじめ、日時、場所及び議

題を委員に通知するものとする。 

３ 会長は、会議の議長として議事を整理する。 

（会議の公開等） 

第２条 会議は公開とする。ただし、会長は、公開することにより公平かつ中

立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがあると認めるときその他正当な理由

があると認めるときは、会議を非公開とすることができる。 

２ 会長は、会議における秩序の維持のため、傍聴人の退場を命ずるなど必要

な措置をとることができる。 

（議事録） 

第３条 議事録における議事は、次の事項を含め、議事録に記載するものとす

る。 

（１）会議の日時及び場所 

（２）出席した委員の氏名 

（３）議事となった事項 

２ 議事録及び配布資料は公開とする。ただし、会長は、公開することにより

公平かつ中立な審議に著しい支障を及ぼすおそれがあると認めるときその他

正当な理由があると認めるときは、議事録及び配布資料の全部又は一部を非

公開とすることができる。 

３ 前項の規定により議事録の全部又は一部を非公開とする場合には、会長は、

非公開とした部分について議事要旨を作成し、これを公開するものとする。 

（協力の依頼） 

第４条 子ども・子育て支援法第７５条第１項又は第２項に基づく関係行政機関

の長その他の者に対する必要な協力等の依頼は、会長が行う。 

（雑則） 

第５条 この規則に定めるもののほか、会議の運営に関し必要な事項は、会長が

定める。 

 


